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Abstract
The trend of antimicrobial resistant bacteria is a globally significant problem. At the Annual 
Meeting of the World Health Organization (WHO) in 2011, antimicrobial resistance (AMR) was 
featured as a major topic. In this study, we compared trends in oral antibiotic use in the hospital 
before and after the addition of CEX and CTM to the formulary.  Antimicrobial days of therapy 
(DOT) of oral antimicrobial agents for every year between January 1, 2010 and December 31, 2018 
and the trends of resistance to antimicrobial agents of Pseudomonas aeruginosa were analyzed 
to evaluate the proper use of antimicrobial agents. We observed a significant decrease in the 
average yearly consumption of third-generation cephalosporins (5.5, 2.9 P<0.01). Concerning the 
antimicrobial drug sensitivity (%) of Pseudomonas aeruginosa, the Meropenem sensitivity before 





































2010 年 1 月から 2012 年 12 月までの 3 年間
と、抗菌薬変更後の 2016 年 1 月から 2018 年
12 月までの 3 年間を対比して、各年毎の調
査期間中に院内処方された経口抗菌薬の使用
日数（特定期間の特定抗菌薬延べ投与日数 /

















　内服抗菌薬変更前の 2012 年 1 月から 2012
表 1 当院採用抗菌薬 変更一覧
































　2010 年から 2018 年の各年において院内で
処方された内服抗菌薬の種類と DOT の傾向






の DOT は、2013 年の院内抗菌薬変更後か
ら、ペニシリン（2010 年 0.37 → 2018 年 2.73
　P ＜ 0.01 以下年度は同様）、配合ペニシリ
ン（0.00 → 2.02　P ＜ 0.01）、第 1（0.00 → 2.15
　P ＜ 0.01）、2 世 代 セ フ ェ ム（0.16 → 1.65
　P ＜ 0.01）がそれぞれ有意差を持って増加
し、ニューキノロン（1.87 → 0.55　P ＜ 0.01）、




　 当 院 入 院 患 者 よ り 検 出 し た E . c o l i
と P . a e r u g i n o s a の A B P C , A B P C /
SBT,CEZ,CTM,LVFX に よ る 抗 菌 薬 感 受
性率を示す（表 3）。感受性は Clinical and 
Laboratory Standard Institute （CLSI）
に準拠した微量液体希釈法を用いて、S: 
susceptible 感 性 I: intermediate 中 間 R: 
resistant 耐性として判定を行い、検出菌の
うち S: 感性の割合を％で示した。2011 年
と 2017 年の抗菌薬感受性率を比較した。P. 
表 1 当院採用抗菌薬 変更一覧
表 2 当院における院内経口抗菌薬処方動向 2010-2018
表 3







する LVFX の薬剤感受性は 33% から 96%
（p<0.01）、MEPM は 74% から 100%（p<0.01）
にそれぞれ改善した。E. coli の抗菌薬に




年 63 ％ → 72 ％、ABPC/SBT81 ％ → 77 ％、
CEZ89％→ 88％、CTM98％→ 99％。使用
量の減少した LVFX においても、2011 年
→ 2017 年　88％→ 87％と有意な差は認めて
いない。
考　　察











　我が国においては 2016 年 4 月に薬剤耐
性（AMR）対策アクションプランが発表さ
れた。5） また、2016 年 4 月 13 日に米国感
染症学会と米国医療疫学学会から示された





















量を基準に定められた DDD（defined daily 
dose）:1 日仮想平均維持量を用いるため、1
回投与量が少ない場合は小さな値となるが、 



















































1 世代 17％ 2 世代 13％ 3 世代 17％、ニュー
キノロンの処方割合は 4％、ペニシリン系
38％となっている。（図 2） 日本全国と比較
図１ 日本と欧州各国における人口千人あたりの抗菌薬の使用量 文献 8より
図 2 当院における院内経口抗菌薬処方動向 2010-2018
図１　日本と欧州各国における人口千人あたりの抗菌薬
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